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1.  平成21年11月期第1四半期の連結業績（平成20年12月1日～平成21年2月28日） 

（注）21年11月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失かつ潜在株式が存在しないため、記載
しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年11月期第1四半期 19,368 ― 629 ― 259 ― △667 ―

20年11月期第1四半期 22,521 △1.9 1,209 △2.9 1,279 △3.5 693 △12.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年11月期第1四半期 △8.28 ―

20年11月期第1四半期 8.40 8.40

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年11月期第1四半期 124,024 69,135 54.9 844.53
20年11月期 126,642 71,538 55.7 870.77

（参考） 自己資本   21年11月期第1四半期  68,074百万円 20年11月期  70,489百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年11月期 ― 8.00 ― 10.00 18.00

21年11月期 ―

21年11月期 
（予想）

8.00 ― 10.00 18.00

3.  平成21年11月期の連結業績予想（平成20年12月1日～平成21年11月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

42,000 △17.8 300 △91.6 200 △94.3 △1,600 △173.9 △19.84

通期 85,000 △16.4 2,000 △71.4 1,900 △72.6 500 △87.6 6.20
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 連結業績予想に関する事項につきましては、平成21年３月27日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
 なお、本資料記載の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、上記の予想と実際の業績との間には今
後の様々な要因によって差異が生じる場合があります。 
 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準
適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年11月期第1四半期 88,478,858株 20年11月期  88,478,858株

② 期末自己株式数 21年11月期第1四半期  7,872,730株 20年11月期  7,527,064株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年11月期第1四半期 80,655,401株 20年11月期第1四半期 82,520,743株
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 当第１四半期連結会計期間における経済環境は、世界的な金融不安による株式・為替相場の混乱が実体経済にも波

及し、企業収益の大幅な落ち込みや雇用情勢の悪化による個人消費の低迷など、景気の下振れ懸念が一層強まってき

ました。  

 このような情勢のなか、当社グループは「ニッケグループ中長期ビジョン（ＮＮ120ビジョン）」に基づき、その

初年度にあたって大幅な組織改正を実施しました。経営の基本戦略が共通する６つの事業領域を編成し、全ての事業

を「本業」と位置付けて成長発展に注力しております。  

 この結果、当第１四半期連結会計期間の連結業績は、売上高 億円強、経常利益 億円強、四半期純損失 億円強

となりました。  

 事業の種類別セグメントの概況は以下の通りです。 

①衣料繊維事業 

 衣料繊維事業は、ウール（天然繊維）を主素材とした衣料用の素材・製品の開発・製造・卸売りを行っていま

す。 

 売糸は、織物用糸・編物用糸ともに産地需要の低迷による販売量の減少と販売価格の下落により、減収となりま

した。 

 学校向け制服用素材は、景況感の急速な悪化に伴うモデルチェンジ校の減少と流通段階における在庫調整の影響に

より、減収となりました。官公庁向け制服用素材は、官公庁の予算削減という厳しい市場環境が続き、減収となりま

した。 

一般企業向け制服素材は、ファッション素材とのシナジー効果を活かした高品質・高付加価値素材がマーケット

で評価され健闘しましたが、企業業績の悪化により受注件数が大幅に減少し、減収となりました。メンズ・レディー

ス向け素材並びに衣料製品は、市場の冷え込みが著しいものの、高機能ブラックフォーマル商品の早期投入により、

ほぼ前年並みとなりました。 

 海外向け事業は、アジア向け販売が増加し、欧州高級ブランド向け販売が前年並みに推移しましたが、米国向け販

売の落ち込みが大きく、減収となりました。   

 以上の結果、衣料繊維事業の当第１四半期連結会計期間の売上高は 億円強となりました。 

②資材事業 

資材事業は、ウールから化合繊、糸から紐・フェルト・不織布・カーペットまでの開発・製造・卸売りを行って

います。 

産業用資材は、自動車・家電・ＯＡ機器をはじめとする景況の悪化から、昨年後半より急速に需要が減退してお

り、糸・紐・フェルト・不織布ともに、減収となりました。 

カーペットは、業務用途向け・家庭用途向けともに不動産・建設不況に全般的な景況悪化が加わり、減収となり

ました。 

生活用資材のうち、ラケットスポーツ用品は昨年来新企画・新商品を投入してきたことに加え、海外ＯＥＭが堅

調に推移したことにより、増収となりました。釣糸は厳しい景況の中、全般的に商品の動きが悪く、減収となりまし

た。  

 以上の結果、資材事業の当第１四半期連結会計期間の売上高は 億円弱となりました。  

③エンジニアリング事業 

 エンジニアリング事業は産業向け機械、電子・電気計測器及びその制御装置の設計・製造・販売を行っています。

いずれの分野も景況悪化の影響を受け、特に自動車部門の落ち込みが大きく、大幅な減収となりました。  

 以上の結果、エンジニアリング事業の当第１四半期連結会計期間の売上高は 億円余となりました。  

④開発事業 

 開発事業は、ショッピングセンターなど商業施設の開発・賃貸・運営、住宅等の建設・販売、不動産管理など、

「街作り」を主眼とした地域共生型の不動産開発を行っています。 

商業施設運営事業は、「ニッケコルトンプラザ」が５月リニューアルオープンに向けた改装工事に着手し、減収

となりました。 

 不動産事業は、一部住宅用地の売却がありましたが、動きの乏しい状況となり、減収となりました。  

 以上の結果、開発事業の当第１四半期連結会計期間の売上高は 億円余となりました。  

⑤コミュニティサービス事業 

 コミュニティサービス事業は、ゴルフコース・練習場、テニススクール、乗馬クラブ、カラオケ、ボウリング場な

どの運営、携帯電話の販売、介護事業の運営など、拠点開発による地域ニーズに対応した商品・サービスの提供を行

っています。 

スポーツ事業は、インドアテニススクールが新規入会者の獲得が難しい状況のなか、受講料の値上げにより若干

の増収となりましたが、ゴルフコース及び練習場での入場者減が響き、全体では減収となりました。 
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 介護事業は、デイサービス事業・小規模居宅介護事業ともに利用者が順調に伸びたことにより、増収となりまし

た。 

 アミューズメント事業は、個人消費の冷え込みが厳しく、減収となりました。 

携帯電話販売事業は、割賦販売開始から１年が経過し、買替え需要が低迷したことにより、減収となりました。

 以上の結果、コミュニティサービス事業の当第１四半期連結会計期間の売上高は 億円弱となりました。 

⑥生活流通事業 

 生活流通事業は、毛布・寝装用品、馬具・乗馬用品の製造販売及びペット用品の製造販売とペットフードの輸入販

売など、ブランディングとマーケティングのノウハウを強化した消費財の流通・小売を行っています。 

寝装品は、新規ルートの開拓や新商品の企画などに努めましたが、高級品を中心にした百貨店や専門店での購買

意欲の冷え込みや、通信販売での顧客の様子見など市況は厳しく、減収となりました。 

 馬具・乗馬用品は、消費の冷え込みと円高の影響が大きく、減収となりましたが、ペット用品は新商品が売上に寄

与し、増収となりました。ペットフードは値上げによる反動で買い控えが響き、減収となりました。  

 以上の結果、生活流通事業の当第１四半期連結会計期間の売上高は 億円弱となりました。 

  

  

（財政状態）  

 当第１四半期末財政状況は前連結会計年度末と比較して、総資産は、売上債権の減少、株式相場の下落による

投資有価証券の減少等により、 億円余減少し 億円余となりました。負債は、仕入債務の減少等により 億

円余減少し、 億円弱となりました。純資産は、四半期純損失を 億円強計上し 億円余となりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 営業活動による資金支出は、仕入債務の減少及び法人税等の支払いにより、 億円余となりました。 

 投資活動による資金支出は、固定資産の取得等により、 億円余となりました。 

 財務活動による資金収入は、短期借入金の増加等により、 億円余となりました。 

 以上の結果、第１四半期連結会計期間末の現金同等物は、前連結会計年度末より 億円強減少し 億円強とな

りました。 

  

  

 連結業績予想につきましては、世界的な景気後退が一段と強まっている状況下、通期業績が大幅に減少する見通し

です。 

 衣料繊維事業は産地需要の低迷や流通段階における在庫調整の影響、資材事業は自動車・家電・ＯＡ機器などの低

迷、エンジニアリング事業は自動車部門の落ち込みにより、当初の見込みより大幅に減収減益となる見通しです。 

 なお、詳細につきましては平成21年３月27日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

  

 該当事項はありません。   

①棚卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

③法人税等ならびに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
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（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用  

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣府令第50号）附

則第７条１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しております。 

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準第９号 平成18年７月

５日)を適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更し

ております。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べて、営業利益及び経常利益は 百万円減少、税金等調整前四半期

純損失は 百万円増加しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。  

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 当第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」

(実務対応報告第18号 平成18年５月17日)を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 この結果、従来の方法によった場合に比べて、営業利益及び経常利益は 百万円減少、税金等調整前四半期

純損失は 百万円増加しております。また、期首の利益剰余金から 百万円減算したことに伴い、利益剰余金

が同額減少しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

④「リース取引に関する会計基準」等の適用 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議

会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平

成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになった

ことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理に

よっております。 

 また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間

を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸

借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

 なお、この変更による損益に与える影響はありません。 

  

（追加情報） 

有形固定資産の耐用年数の変更 

 当社及び国内連結子会社の機械装置については、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より耐用

年数の見直しを実施しました。 

 これにより、営業利益が 百万円、経常利益が 百万円減少、税金等調整前四半期純損失が 百万円増加し

ております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

  

55

856

4

4 15

43 47 47
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,692 10,824

受取手形及び売掛金 25,504 27,450

有価証券 542 246

商品及び製品 18,472 17,668

原材料及び貯蔵品 2,443 2,407

仕掛品 6,788 7,037

繰延税金資産 1,363 1,250

その他 1,946 1,315

貸倒引当金 △176 △180

流動資産合計 66,577 68,019

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 22,408 22,672

機械装置及び運搬具（純額） 5,535 5,642

土地 5,372 5,392

建設仮勘定 2,394 1,456

その他（純額） 631 614

有形固定資産合計 36,343 35,778

無形固定資産   

のれん 75 87

その他 414 352

無形固定資産合計 490 439

投資その他の資産   

投資有価証券 12,719 14,324

長期貸付金 261 261

破産更生債権等 600 230

長期前払費用 123 117

前払年金費用 5,314 5,402

繰延税金資産 600 520

その他 1,642 1,822

貸倒引当金 △649 △273

投資その他の資産合計 20,613 22,405

固定資産合計 57,447 58,623

資産合計 124,024 126,642
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年11月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,596 13,596

短期借入金 20,809 17,028

1年内償還予定の社債 621 374

未払法人税等 281 1,153

繰延税金負債 － 3

引当金 575 －

その他 5,261 6,127

流動負債合計 39,145 38,283

固定負債   

社債 1,095 933

長期借入金 602 682

繰延税金負債 620 1,437

退職給付引当金 3,150 4,102

役員退職慰労引当金 136 138

長期預り敷金保証金 8,780 9,154

その他 1,360 371

固定負債合計 15,744 16,820

負債合計 54,889 55,104

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,465 6,465

資本剰余金 4,543 4,542

利益剰余金 60,203 61,760

自己株式 △4,316 △4,094

株主資本合計 66,896 68,675

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,218 1,914

繰延ヘッジ損益 4 △26

為替換算調整勘定 △44 △73

評価・換算差額等合計 1,177 1,814

少数株主持分 1,060 1,048

純資産合計 69,135 71,538

負債純資産合計 124,024 126,642
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年２月28日) 

売上高 19,368

売上原価 14,975

売上総利益 4,392

販売費及び一般管理費 3,762

営業利益 629

営業外収益  

受取利息 17

受取配当金 97

受取賃貸料 18

その他 72

営業外収益合計 206

営業外費用  

支払利息 84

為替差損 381

その他 110

営業外費用合計 576

経常利益 259

特別損失  

たな卸資産評価損 801

投資有価証券売却損 3

投資有価証券評価損 344

店舗リニューアル費用 50

特別損失合計 1,200

税金等調整前四半期純損失（△） △940

法人税、住民税及び事業税 288

法人税等調整額 △563

法人税等合計 △275

少数株主利益 3

四半期純損失（△） △667
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △940

減価償却費 909

のれん償却額 10

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7

退職給付引当金の増減額（△は減少） △20

前払年金費用の増減額（△は増加） 87

受取利息及び受取配当金 △114

支払利息 84

持分法による投資損益（△は益） △10

投資有価証券売却損益（△は益） 3

投資有価証券評価損益（△は益） 344

有形固定資産除却損 45

売上債権の増減額（△は増加） 1,731

たな卸資産の増減額（△は増加） △836

仕入債務の増減額（△は減少） △1,434

その他 △458

小計 △590

利息及び配当金の受取額 114

利息の支払額 △84

法人税等の支払額 △1,157

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,718

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △28

定期預金の払戻による収入 106

固定資産の取得による支出 △2,008

有形固定資産の売却による収入 2

投資有価証券の取得による支出 △3

投資有価証券の売却及び償還による収入 7

貸付けによる支出 △48

貸付金の回収による収入 28

その他 △57

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,003
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（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年２月28日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,888

長期借入金の返済による支出 △205

社債の発行による収入 500

社債の償還による支出 △91

自己株式の売却による収入 2

自己株式の取得による支出 △224

配当金の支払額 △758

長期預り敷金及び保証金の受入による収入 575

長期預り敷金及び保証金の返還による支出 △976

その他 7

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,717

現金及び現金同等物に係る換算差額 △22

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,026

現金及び現金同等物の期首残高 10,698

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 17

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △46

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,642
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方

法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣府令第50号）附則第７条１項第５号ただし

書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間（平成20年12月１日～平成21年２月28日）  

  

  

（注）１ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の内容 

(1）衣料繊維事業……毛糸・毛織物・縫製品等の繊維製品の製造・販売 

(2）資材事業…………毛布・カーペット・不織布・フェルト等の繊維製品、テニス及びバドミントンガット等・釣

糸・産業資材の製造・販売 

(3）エンジニア 

  リング事業………産業用機械の製造・販売、電子・電気計測器及び制御装置の製造・販売 

(4）開発事業…………ショッピングセンターの賃貸事業、不動産の建設・販売・賃貸 

(5）コミュニティ 

  サービス事業……ゴルフ・テニス・乗馬等のスポーツ事業、携帯電話の販売、介護サービス事業 

(6）生活流通事業……寝装品・馬具・乗馬・ペット用品・ペットフードの製造・販売 

３ 会計処理の方法の変更 

  （棚卸資産の評価に関する会計基準）  

   「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」②に記載の通り、当第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を適用

しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比較して、営業利益は「衣料繊維」が 百万円減

少しております。 

  （連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い） 

   「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」③に記載の通り、当第１四半

期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報

告第18号 平成18年５月17日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比較して、

営業利益は「衣料繊維」が 百万円減少しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記 

（５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  

  
衣料繊維 
 事業  
   

(百万円) 

  
資材事業 

  
  

(百万円) 

  
エンジニア
リング 
事業 

(百万円) 

  
開発事業 

  
  

(百万円) 

コミュ
ニティ 
サービス 
事業 

（百万円）

  
生活流通 
事業 
  

（百万円）

  
計 
  
  

（百万円） 

  
消去 

又は全社 
  

(百万円) 

  
連結 
  
  

（百万円）

売上高                   

(1)外部顧客

に対する

売上高 

 9,353  2,888  1,418  1,731  2,589  1,387  19,368  －  19,368

(2)セグメン

ト間の内

部売上高

又は振替

高 

 92  18  －  324  11  11  457 ( )457  －

計  9,445  2,906  1,418  2,055  2,600  1,398  19,825 ( )457  19,368

営業利益又は

営業損失(△) 
 83  △139  △3  843  38  71  893 ( )263  629

55
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４ 追加情報 

  （有形固定資産の耐用年数の変更） 

 追加情報に記載の通り、当社及び国内連結子会社の機械装置については、法人税法の改正に伴い、第１四半

期連結会計期間より耐用年数の見直しを実施しました。この変更に伴い、当第１四半期連結累計期間の営業利

益は、「衣料繊維」が 百万円、「資材」が 百万円、「エンジニアリング」が 百万円、「生活流通」が 百

万円減少しております。 

５  事業区分の方法の変更及び営業費用の配賦方法の変更 

 経営の基本戦略が共通する事業領域に合わせて事業全体を再編したことに伴い、事業区分の方法を従来の

「繊維」「非繊維」の２セグメントから「衣料繊維」「資材」「エンジニアリング」「開発」「コミュニティ

サービス」「生活流通」の６セグメントに変更しました。 

 また、各セグメントの状況をより適切に表すため、従来各セグメントに配賦していたグループ共通営業費用

（主に研究開発費、本社管理部門費）を配賦不能営業費用として、各セグメントには配賦せず、「消去又は全

社」に表示することとしました。 

 なお、前年第１四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報を、当第１四半期連結累計期間において

用いた事業区分の方法により区分すると次の通りであります。 

  

前年第１四半期連結累計期間（平成19年12月１日～平成20年２月29日） 

  

  

  

当第１四半期連結累計期間（平成20年12月１日～平成21年２月28日）  

 全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、記載を省略しております。 

  

  

当第１四半期連結累計期間（平成20年12月１日～平成21年２月28日）  

 海外売上高が、連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

  

  

24 17 1 0

  

  
衣料繊維 
 事業  
   

(百万円) 

  
資材事業 

  
  

(百万円) 

  
エンジニア
リング 
事業 

(百万円) 

  
開発事業 

  
  

(百万円) 

コミュ
ニティ 
サービス 
事業 

（百万円）

  
生活流通 
事業 
  

（百万円）

  
計 
  
  

（百万円） 

  
消去 

又は全社 
  

(百万円) 

  
連結 
  
  

（百万円）

売上高                   

(1)外部顧客

に対する 

売上高 

   10,781  4,017  1,616  1,739  2,760  1,605  22,521  －  22,521

(2)セグメン

ト間の内

部売上高

又は振替

高 

 164  34  0  192  11  19  422 ( )422  －

計  10,946  4,052  1,616  1,931  2,771  1,624  22,943 ( )422  22,521

営業利益又は

営業損失(△) 
 556  115  85  748  93  △173  1,426 ( )216  1,209

〔所在地別セグメント情報〕 

〔海外売上高〕 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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－「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

前第１四半期連結累計期間（平成19年12月１日～平成20年２月29日） 

  

  

科目

前年同四半期
（平成20年11月期 
第１四半期） 

金額（百万円）

Ⅰ 売上高  22,521

Ⅱ 売上原価  17,236

売上総利益  5,285

Ⅲ 販売費及び一般管理費  4,075

営業利益  1,209

Ⅳ 営業外収益      

受取利息及び配当金  112

その他  137

営業外収益合計  249

Ⅴ 営業外費用      

支払利息  96

その他  82

営業外費用合計  179

経常利益  1,279

Ⅵ 特別利益 －

Ⅶ 特別損失      59

税金等調整前四半期純利益  1,220

法人税、住民税及び事業税  579

法人税等調整額  △35

少数株主損失  17

四半期純利益  693
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（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第１四半期連結累計期間（平成19年12月１日～平成20年２月29日） 

  

  
前年同四半期

（平成20年11月期 
第１四半期） 

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益  1,220

減価償却費  886

受取利息及び受取配当金 △112

支払利息  96

売上債権の増減額  2,160

たな卸資産の増減額 △2,392

仕入債務の増減額 △515

その他 △1,810

小計 △466

利息及び配当金の受取額  112

利息の支払額 △96

法人税等の支払額 △1,638

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,089

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △316

固定資産の売却による収入  165

投資有価証券の取得による支出 △121

関係会社出資金の取得による支出 △193

その他   66

投資活動によるキャッシュ・フロー △399

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額  2,338

長期借入れによる収入  130

長期借入金の返済による支出 △275

社債の発行による収入  100

社債の償還による支出 △208

長期預り敷金・保証金の受入による収入  2

長期預り敷金・保証金の返還による支出 △31

配当金の支払額 △755

その他 △19

財務活動によるキャッシュ・フロー  1,281

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  3

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 △1,204

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  11,112

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高  9,908
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